
国際ロータリー第 2660 地区

2018-19 年度のための地区研修・協議会  社会奉仕・国際奉仕 部門  議事録

会場名 
サブリーダー 

役職         氏名 

大阪国際会議場 

10階  1009号室
次年度社会奉仕委員会 委員長 塩尻 明夫 

国際奉仕委員会 委員長 前田 要之助 

リーダー 役職・氏名 ロータリー財団委員会 補助金小委員会 委員長 今西 良介 

ガバナー  片山 勉

議事録作成者 副ＳＡＡ 濱口 健宏 （大阪南 RC）

開 会                                  （１５時１０分）

発表者：片山 勉 ガバナー 

【記録内容】 

・地区献血事業はローターアクトクラブ移管となった。 

・地区ビジョンを確立すべく、その一助として地区補助金の利用実績を 50件にしたい。 

・事業を、それを行う土地に根付かせたい。従って、持続可能性を絶えず意識してほしい。 

 その為には、同じ価値観を持った団体との交流が有効かもしれない。 

発表者：次年度社会奉仕委員会 塩尻 明夫 委員長             （１５時２０分）

【記録内容】 

タイトル；地区社会奉仕委員会の役割 

・“地区とクラブの距離を近くする”ことが地区委員会の役割である。 

・例年開催している地区献血事業の場合、事業主体はローターアクトが前線で行うが、献血事業 

の周知も重要な任務と認識しており、これを地区委員会が行う。 

・大阪湾再生行動計画の説明 

発表者：国際奉仕委員会 前田 要之助 委員長               （１５時３０分）

【記録内容】 

タイトル；国際奉仕について 

・世界理解と平和推進が重要である。それらは①人道的国際奉仕②国際レベルの教育・文化活動 

③特別月間と催し④国際的会合で構成されており、持続的な活動が重要である。 

・持続可能性とは以下のステップで実現できるものと考える。 

①地域社会ニーズの調査②恩恵を受ける人々に関与してもらう③研修、教育、呼びかけを行う 

④可能な物資は現地調達⑤現地の資金源を確保する⑥モニタリングと評価を欠かさない 
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発表者：地区ロータリー財団 補助金小委員会 今西 良介 委員長      （１５時３５分）

【内容】 

・ＤＤＦ（地区財団活動資金）の仕組みについて解説 

・実際の申請におけるＱ＆Ａ集を披露 

・ＷＦ（グローバル補助金）に関する解説 

・申請にあたっては、その表現や申請要領をしっかりと理解している事が重要。 

細かいことでも構わないので、まずは遠慮なく問合せしてほしい。 

発表者：交野ＲＣ 佐藤 義也 会員                    （１５時５５分）

【内容】社会奉仕活動 事例発表 

タイトル；“身の丈にあった社会奉仕活動 あなたのよろこぶ顔が見たい” 

・身の丈に合った支援が重要（100 万円程度。半額はクラブのニコニコを活用。） 

・モノではなく、ストーリーや思い出、人の輪を贈る。つまり“手間とヒマをかける” 

・事例発表（東北支援事業・交野花名所づくり 5ヶ年計画） 

発表者：枚方ＲＣ  代理；次年度社会奉仕委員会  塩尻 明夫 委員長     （１６時１０分）

【内容】社会奉仕活動 事例発表 

タイトル；“大阪府立むらの高等支援学校 支援～未来の夢づくるプロジェクト” 

・単なる物品の寄贈ではなく、若者が職業人となり自立していく糧となる“仕組み”の授与。 

・枚方 RC支援事業披露（施設訪問；クリーニング、カフェ、窯業、木工実習、寄贈;パソコン） 

発表者：東大阪中央ＲＣ 岩橋 竜介 会員                 （１６時２５分）

【内容】国際奉仕活動 事例発表 

タイトル；ケニア・ナイロビ シープケア学校給食支援バスプロジェクト 

・バスを寄贈するのではなく、ＲＣがバス購入資金をファイナンスし、バスを地域の経済活動に 

生かす事によって運営益を創出。持続可能性を実現する。（シープケアからの発案） 

・“魚を与える”のではなく“魚の取り方”を教える。 

・5年計画のプロジェクトで 2年目。 

・ＪＩＦＨ(日本国際飢餓対策機構)作成のＶＴＲ上映。 

発表者：大阪西南ＲＣ 成田 博美 会員                  （１６時４５分）

【内容】国際奉仕活動 事例発表 

タイトル；海外クラブとの交流と海外行事への参加 

・姉妹クラブ活動状況について説明（姉妹クラブあり；回答 66クラブのうち 56クラブ） 

 姉妹クラブ関係が継続する秘訣と立ち消えになる理由を発表 

・今後とも国際大会予定 

 2018 年トロント（6/23～27） 2019 年ハンブルグ（6/1～5） 

 2020 年ハワイ（6/6～10） 2021 年台北（6/12～16） 2022 年ヒューストン（6/12～16） 

閉 会                                  （１７時００分）


